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－数値シミュレーションによる“変形・運動現象” の高精度予測を目指して－
現代のモノづくりにおいて，数値シミュレーションを用いた材料強度や運動性能の事前評価は不可欠なもの
になっています．本研究室では，機械システムの設計・制御・メンテナンスの最適化や高度化に資すること
を目的として下記のような研究に取り組んでいます．

研究内容
基礎実験 数理モデルの作成 数値シミュレーション
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様々な材料や条件
下で試験を実施し
ます．試験装置は
汎用的な物の他に，
自分たちで設計製
作したものを用い
ます．

得られた試験結
果を表現できる
数学モデルを構
築します．

応力‐ひずみ関係

摩擦力の変動
具体的な問題の形
状のモデル化も併
せて実施します．

提案した数学モデルを数値シミュレー
ションに導入します．工学上の具体的問
題を想定して解析を展開し，現象の原因
究明や最適化に関する検討を実施します．

系統的な数値シミュレーションを実施
し，解析結果を精査します．共同研究
先との連携も含め，得られた研究成果
を社会へと発信します．

タイヤ

複合材料

タービン ハニカム材の圧潰

オフロードタイヤの走行

タービンブレードへの
異物衝突・損傷

材料試験の例

摩擦・振動試験の例
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